On Some Important Concepts in the Functional Approach by 小寺, 全世
大阪市立大学生活科'下部紀要 ・26巻(1978) - 225ー
機能主義アプローチにおける諸概念について
小寺全世
On Some Important Concepts in the Functional Approach 
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はじめに
この小稿の主たる目的は.機能主義的アフローチの中
心的な概念を明らかにすることである。筆者の当初の目
的は.機能主義が他学派に与えた影響について考察する
ことであった。しかし診断主』量的なオ リエンテーンヨ
ンを 1~盤としつ、 .折衷派ーパールマンのケースワーク
を志向してきた合作者にとって.これら後二f;・と学問(I/~)~
盤をnにする機能主義をJ1l!解することは容易なことでは
ない。そこで本稿では.他の学派とは異なる俄能学派特
有の概念を析J包するこ とだけに呼念した。
機能主義については. すでにアフテカーの ;>\'J~が飯沢
されて久しい。アフテカーのXSは.従来の診断主縫の
立場(今日の心理社会的アフローチ)の人々に織能主義
をJil!解させようというな凶も含まれていたために.機能
学派の人々の著作よりはるかに他学派の読者に対する配
1芭がみられる。しかしアフテカーの目的は診断主義と
機能主義の統合であったし.アフテカーはほんの一時期
機能学派に所属しただけてあリ.機能学派をfl:A:する学
M-だと認めがたい。また.機能学派はその後も発展して
独自の体系を作りあげてきた。このように考えると.機
能主義に改めて関心を向ける現代的な意義があると思わ
れる。
そのこと以外に.機能'下派は.ケースワークにのみJ.(¥
点をおいてカを注いできたのではなくて.常にソーシャ
ル ・ワーク ・プラクティス(soclal work pracbce )との
!日j述という悦点をil悦してきた白これは.従米別仰に交
[反してきたケースワーク.グループ ・ワーク.コミュニ
ティ ・オーガニゼーションなどの方法に対して統合的な
}j法論を求める伝i!í:の ifi~れを想起するとき . 機能'下派の
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努力を再検討する必要性を感じる。
さらに.官fiの研究テーマの lつである短期i処遇 (
shortterm lrealment )と機能主義との矧似点も.j主将が
機能主J主にとりくむ埋自の lつだといえる
ここでは.ロビンソン (VJrgmla RobJnson). 7レイ
(Kenneth Pray)そしてスモーレ (Rulh Elizabeth 
Smalley)の符・7Fにもとづきつ、 .機能"'1:.派の'1'心的な概
念をとりあげてみたいと忠、う。
1. 機能主義を支える諸科学
機能主j宝派のゾーシャル ・ワーカーは.それぞれの自
己(self )のパターンを.衝動.知1'1:.感情.情緒そし
て意志(ここて酬は統制l力.組織力そして治{leA(Jな創造力
というな味でJ.fjl 、ている)のバランスとしてみなしてお
り.ワーカーは1庄がWJlhしているクライエントの独自の
ハターンを問解しようとするJ
人間性に対する用!解のしかたは. b.土の知性や1まぶを
強調していることからも推測できるように.f:也の学派特
に心理社会的アフローチとは民なっている。機能主義で
は人間性の第一次(I(j"なものは，生活.他otそして達成に
向かつてiIij逃するよとであり司人聞はIi(]リの変化に応じ
て一定の限界内て二 一生を通じて自分li身や自分の環境
を修正することが可能だと与えている しかしながら.
「この見解1;1:非合埋性.無意識そ して人生の経験 特
にl直系家族内における初期の経験や人間関係 がイ'j力
な潜在的n司書をうえるということを任定するのではな
い。すべてのワーカーは.人11の発注についての生得的
な能力と状況によって必いられる制約について知りかっ
考察しなければならない.l)Jこの後段の部分についての
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この学派のとり扱い方は.生活史に対する見解の小でよ
り明白になると思われるので.後で触れておきたいと思
フ。
さて.機能主義にランク (Otto Rank )の坦n論が大き
な影響を与えたことは周知の・f~災であり . その点につい
てはアフテカーの著告などですて1こ論じられているので
省略する。機能主義はランクのみならず，その他の科学
によって支えられているので.それらの科学川を列挙し
てみよう。
発生学1i，ジョージ .W・コーナー (George W 
Corner)によれば.目玉は 9ヵ月の問に 1つの細胞から
2αね憶の細胞になり，151ft分のlグラムから32印グラム
に成長する驚典的な能力は.1生後もとまってしまうも
のではなし人の生涯を通じて克服し創造していく生物
学的，心理学的な力を特長づけ続けるものだとし叶。一
方，生物学荷ジノット(Edmund Sinnot )は生物を探究
者(seekers )であり創造者(creators )と仮定し.あら
ゆる生命体の本質は目的のために努力することだと与え
ている。
-1j，心理学については.ゴードン ・オールポート(
Gordon Allport).アブラハム ・7 スロー(Abraham 
Maslow).カレン ・ホルネイ (Karen Horney )などか
ら影響iをうけているが.ムスターカス (ClarkMousta. 
kas)によってこれらの心型学者の貢献がまとめられて
いるが.彼，~個人を綴極的な健J，Jiな成長する能力をもっ
者として強調し.人間性を特徴つ'けるものとして独自性
と個体差を術摘しそれぞれの内己を統ーされ一貫性を
もったものとして.すなわちlJL仮そうであり将来もそう
なるものだとしてとらえている。
また.機能主縫が根拠をおいている心理学的見解の中
て寸寺に価値があるのは，へレン ・メリル ・リンド(Helen 
Merrell Lynd )の業紛であり.さらにライフ ・サイクル
の各段階における危機に|則するエリク・エリクソン(
Erik H. Erikson )の理論も織能主義に貢献している。
この他に機能主義の自IJ立に尽力したジェシー ・タフト
( ]essie Taft )が研究していたのは，ジョージ ・ミー ド
(George Mead)とジョン ・デューイ(John Dewey ) 
の理論だといわれるので.かれらの埋論も機能主義に影
響を与えているものと考えられる。
エリクソンの怨論は， 機fì~七議だけでなく折ちゅう派
のパールマンにも深い影特をうえでおり.テeユーイにつ
いてもl司隙のことがいえるJ}
ところで.アプテカーはその芦「ケースワークとカウ
ンセリング」において.診断主義と機能主義がそれぞれ
フロイドとランクのどのような概念、をとリ入れているか
( 2 ) 
について詳述しているが.その内， 1山j派の援助ん・法に大
きな差異を生じることになったものとして過去ー現復の
いずれを重視するかという間関がある。これは先に少し
触れておいたように.ケースワークにおいてクライエン
卜の生前史をどの限度重視するか.すなわちクライエン
トの「過去Jをt引力の中でどのようにJ手価するかあるい
は役立てるかという基本的な立場の相途につながってい
く。いう までもなく .7ロイトの彬締をうけた診断主筏
が「過去」を強制したのに対して.ランクの影特をうけ
た機能主義は過去よりも「現在」により多くの関心を払っ
てきた。 このことから.機能主義が診断主義とは異なる
生活史の扱い}jをするようになったのである。
ロビンソンは次のように述べている。「クライエントの
おかれた現法とクライエントにとって情緒的に還要な意
味をもっている環境内のすべての要素との関係につい
て.できるだけ光全て寸a分な知識を.初期の面接て'得る
ことが重要になってくる。これは単に. クライエントの
生活の横断面(cross secb on )を剣lることであって，社
会的.経済的角度2からいって不完全なものであろう。し
かしながら.それは力動的な償断面で.社会状況に対す
る人1mの反応と.人が自分のおかれた状況を利用する仕
方を知ることができる。ケース ・ワーカーを訪れた7ラ
イエントの人生間短に対処する仕)jや与え方をそれに
よって知ることができると考える。 tuJljJを受けにくると
いう重大な時期において.ケース ・ワーカーが環境の)J
動的要因としての役割をたくみに.しかも確固たる日僚
をもって担うことができれば.この人生におけるー償断
而は.クライエントのA号え方やものの見方が新しく発展
する成長と変化の一時点となるかもしれない0.1(傍点引
用者)
さらに「生活燃と'i.ケース ・ワーカーか望んで求め
られるのでなくて.ケース・ワーク関係をとおしてのク
ライエントの反応としてでてくるであろう。 ・・ー クラ
イエントIま.一方において他の人を白分のなかに介入さ
せ，t>1助を得ょうとすると同時に.他人の介入から自分
を守るために防衛的になって後退し.情報を与えること
を桁むかもしれなL、。このいずれのケースの治療関係に
おいても.重要なのは生活経に関する 'I~実ではなく.ク
ライエントのワーカーに対する目前の反応を知ることで
ある/IJと述べて.クライエントが問題に直面してどの
ようなれ鼠力をとるかに重点をおいている。
このような見解に対する反論を f;f!lして.ロビンソン
は次のようにいっているJこの過去の経歴とクライエン
トの現花の反応の型に関する知絞め区別がケース・ワー
クにとって意味があるとすれば.生活歴なして二 どうし
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てケース ・ワーカーはクライエントの反応の型を理解す
ることができょうかーーと L寸疑問が起こってくる
・・この質問に対する満足な終えは.現庄のケース・
ワーク発達段階では得られない。ケース・ワーク記録と
は.クライエントの過去の経験によって形成されたクラ
イエントの反応の型に関する知識とワーカーとクライエ
ントの後触における試行錯誤の歴史である。刷J1930年当
時.未だ人!日l行動に対する理解が今[1に比べると未発注
て'あったが.すでに現状の分析と迎解に悲づいて治療関
係に入るという}jír~ を明らかにしていたのである。 ロビ
ンソンの見通しによれば.彼らの方針を笑現するにはあ
と10年実践を償むことが必要であった。
lijifしたように.ワーカーはノぞー ソナリティに関する
知謙をもつことが婆求されており.過去の経験による彩
容も否定されるわけではな、、。ロビンソンは.生活泌が
学生の訓練に役立てられると述べている。すなわち.学
生が特定のクライエント (A氏)に抱< i未熟な否定的
反応をなおすために.スーパーパイザーはA氏の経歴を
教材として用いる 万一.学生がA氏の過去の経験を理
解することができても.A氏の今Hの反応が.それらの
経験からきた以作別だということを感じとって.その生
活性五のところにおいて 『同一1はできれば. A氏に対し
て7刑判J(v，Jで主観的に反応する代わりに.かれの現イtの行
動を符観的に受・容できるようになる。学生がさまざまの
ノ《ーソナリティの型と同一化できて.かれらは過よーの紙
暦を知って.パーソナリティと人の行動が理解できるよ
うになる 学生は.こうした経験をとおしてクライエン
トにmDhを与えるようになるのだが，それには少な くと
も数年間(3 -4 if-)のケー ス ・ワークの経験を必要と
するo"J
機能主J主の í~見合:J および生活の償断1mに対する強，.r.1
は.パールマンによってとり入れられている。しかし.
1 957$f-に出版された.ソーンャル ・ケースワーク一一問
題解決過打ーーにおいては. クライエントの過去に対す
る吸い}jは診断主義のなごりをうかがわせると云える。
すなわち. fJl.{J正の問題にかかわりのある過去の未解決の
~~!事に限定しながら.ケースワーク場耐にとってそれが
必要な情緒だと考えていた。しかし.故i!iのz論文でLt.
人(Person)を過4・Jの"，で作られる人(Person.in‘pro 
cess)としてとらえ.ケースワークの重点を「この人を
1)2助するために.手ilま1度のすべてではなく. j動きかける
べき問題との|州系において.現時点でこの場において存
在し生成する彼にJt、点をおいて力を注ぐ山Jのたと し
て.従*'の考え万をより明瞭にしようとしているまた.
ネオ ・フロイディアンの影響に加えてホワイト(Whlte. 
( :3) 
R W)の新しい慨;念などをとり入れて. 上i主のnらの
ケースワ-7l'j!ri指を再憐成しようとしている.ホワイト
は 人"1の，'，には.自分自身をめはそうとする}).てき
ことについて、 ~iに緊娠を解放するだけて'なくて. n分
の能力をぷめしそして報いるという.rlJIに追求する粁
験の中で快来をボめる力がある''Jと巧・え. またー}j.
能})と動機づけを一体と してとらえようとしているので
あるが 1，皮は:H生時から白我の内律性が(U，ー すると仮定
している。
本イ告は.ハールマンのこのような修正ないし発岐に
よって.より機能主義との距離をせばめたと考ーえるのt:
がこの点については今少し綴密な分桁が必裂であろう
以上.この節においては.機能主義をささえる"併ド(:.
特にその人IH鋭の形成に影響を与えてきたものについて
概観した 次節では.後能主義がその独1'1のE総省を うち
也てるのに公的機関との関係l;t無税できないらのたと下
r..I立与えるので.その点についてフレイの畠文とアフテ
カーの治JFを参々にしつ、考察してみたい
IJ，機能主義と公的機関との関係
1930年代の不況は.ケースワークにおける 2つのヴ:派
rUlの&l~をはっきりさせることになった。 1 つは. li;l/Il 
機関を"，心として心型主義的傾向lを焔めていった珍l析 i:.
Jをケースワークであり. もう iつは、'il寺の不況の彬併に
よ って大祉に発生した失業.ff;やît闘行を j生済する公(I'J ，j!~
I斉機関の"，に析しい活路を見いtHした機能主義ケース
ワークである
機能主j受ヵ、ランクの則論とこの公的機rJ.lにおける活動
をとのように関係づけたかについて.アフテカーは次の
ようにA明している。すなわち. 公的絞i斉を~Miするに
勺たってますやらなければならないIL初の決定か. クラ
イエントのj盈係性(eligi blilty )グ川、かんをさめることで
あるからには.ワーカーの"機能"は.ニのj血俗性をl前
たすことに}]をあわせなくてはならず.そうすることに
よって.n分n身の})にたよる機会およびIi分の能力を
↑汗る機会がりえられるのである。さらにクライエントの
iI&+n性は機関の)j主|とT市jじきの作のなかで与のみ成、1:しう
る。このMtや手続きをクライエントに知1らせなくては
ならず.このこともまたワーカーの機能であった 通約
化についての枇終の結論にi主するまで. ~jrliMtjて分
jB.されなければならない すなわち‘ワーカーには機関
のMIと予争えきとを従心する;'lf壬があ 1). クライエント
には n分を~係性にかなうようにした n分の:1'怖をあき
らかにする此lf:がある この枠のなかて7ライエントと
ワーカーの山仔のちがし、がしたいにはっきリしてくる
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しこのような六任の明確化は.クライエントのIWJに.
公的救済についての自分の通俗性をうちたてようとす
る.もともとの要求からの進燥を可能にするのであ
る。 12' (('匁I.~I: p; 1用者)J 一般にクライエントは紋済を
望み. そのな，ιは紋済をうけることに向けられている。
しかしながら.自分の通信性を立証する「情報を;1<めら
れてもこれに応じないクライエントがたくさんいるし
またなかにはそれぞれの特然な'I~情に適用される適格性
の要件をうけいれようとしないお;もある。こんな場合に
それに絞いてクライエントとワーカーの刊に意ぷ抗争
({秀点 引用者)がおこることである。..・H ・..このよう
な意志抗争を終局的にクライエントに役だつものに変え
てゆくためにワーカーは次のような事実を受け容れなく
てはならな、、。すなわち.クライエントとワーカーとの
問の争い (confliet)がおこるのがつねであるという事
実.そしてその争いをあつかうに当たって，機関の要{牛
を満たすことができ， しかも自尊心とかおそれのために
決心させられるのではないという状況のもとで.クライ
エントにとってその争いに負ける方がより気楽になると
いった方法によってこの争いを正しくあっかうのがワー
カーの責任であるという事実，このふたつの事実を受け
容れなくてはならない。クライエントの求めるW.Jlを与
えるために機関が必要とする裂ポに，なんでも応ずるこ
とを阻止しようとする感情がクライエント白身のなかに
あるものだが.この感情をよく用解することがワーカー
に必要である。川J
適格性.機関の方針と下続き.そしてワーカーとクラ
イエント問の意志抗争に加えて.機関の機能とfl/?j止を緩
JljJに利用しようとする新しい刀法が開拓されていった。
機能主凝派のワーカーは.rクライエントが意志の|問題を
解決するのを助けるさいに，機関の機能およびワーカー
がそのなかてf動〈憐成(structure以ドでは.情iSと訳し
ている。引用ti注)を有効に利用できることに気づいて
きた。この公的救済の経験をつむまえから.かれらがす
でに自分たちのはたしている機能とかサービスについて
意識していたことは確かだった。しかし公的機関におけ
るほど，機能と偶成とが大きく浮かびあがってきたとこ
ろはどこにもなかった。そこであらゆるものが.いわば
法律.規制.政策.手続きという枠で閉まれていた。民
lilの機関ではこうした薗を大1:1にみて. クライエントの
問題に深くはいることができるが.公的機関ではそうい
う訳にはいかなかったJ川」
以上のことから機能主義にSづける特徴的な要素がどの
ようにして確定されるに弔ったかを理解することができ
ょう。
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プレイは.J:述のような基本的方針をさらに発展させ
て.公的機関におけるケースワークのより積鍾的な商を
指摘している。すなわち「制限され.限界がはっきりし
たサービスの実施については.より柔軟で膨脹しうる織
能の実施よりも.ワーカーのより大きな自己訓練を必要
とする。さらに中前者あるいは受旋1!rは.彼が認める現
実と可能性という既知の周定的基盤から出発するとき.
大きな不可避的な責任を遂行しなければならない。クラ
イエントは熟練したワーカーとの協同を理解すると共
に.このような経験を過して.他の問題をより明確に精
力的に解決するために彼自身の諸資源を呼ぴ集める機会
と刺激を見つけるかもしれない。感情や行動に対する理
解と感受性カえ他の治療の場合と同僚に，このもっとも
制限された関係を説明することができるのである。実際
ここには真の効果的なケースワークの本質的諸条件が存
伝する。それゆえ.われわれは.公的サービスが籾祭や
訓練をあまリ必要としないという仮必にもとづいて公的
サービスのための訓練を薄めあるいは略すべきだという
示唆については完全に無視しなければならないJ引Jと
して.公的機関に働〈ワーカーにお伎の技術が必要なこ
とを説明している。
フレイは.公的機関におけるケースワークの可能怜を
刑務所に適用できるとみーえた。刑務所には.医療，心則
的.教育的‘峨業(1ワ.娯楽.そして宗教等のフログラム.
いわゆる回復的サービスが先に入リこんでいたが.ケー
スワークが刑務所内で行われるようになったのは.それ
らよりずっと後のことである。
従来刑務所は権威的な施設だと与えられてきたのに
対し，ソーシャル ・ケースワークは倒人の選択の自由を
強ぷlしてきた。そのためこれら 2つの立場は相容れない
ものだと考えられてきた。しかし自由に限界があリ.位
威にも限界があるのに泊目するとき.このl両者の結合の
可能性が:Hてくるという。すなわち 「門由とは，相対的
なJ業である。このi!tのどこにも絶対的な自由はないし
またあるはずがない。だれも絶対的な個人の自由をもっ
ていない。 ……・・俗威の階造ーーイ悶々人の責任と行為に
ついて制限を定めそして実地するーーは，し、かなる社会
のどんな生活にも必婆である。16'Jつまり.r社会的協同
という基本的な限界の中で.彼自身の選択や判断をしそ
して自分自身の生活に1'f任をとることに関する各倒人の
n山は.個人の犯すことのできない権利であるばかりで
なく.生活の不可避的な変えることのできない事実であ
る.'7)Jこのような向白と権利を受時IJ.g.にち認めるべき
である。要するに.刑務所の主な機能である処罰を含む
刑務所行政と . 回復的サービスとの~fæな統合から，ソー
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シャル ・ケースワークの機能が発生する。「凶lU的機会の
ための大規t英なプログラム一一ー それらは精巧で包指的で
あるーーは彼口身の生活から作Iか新しいもの何かYもった
ものをつくるべく彼自身の意志を用いるよう.各受刑者一
に自動的に確実に作用するのではない。それは受JfI1i自
身の側の.それぞれの目的や努力なのであるJ削J
ところが.これらの目的や努力一一寸I1務所内の資源あ
るいは刑務所での経験や機会を建設的に利用すること
一ーを困維にさせている多くの要因がある。受刑判ま自
分自身や他人に対する思考.感情の歪Il!!.今までの紳の
突然の喪失.そしていらだちゃ欲求不満をいたかされる
刑務所内の人間関係などがそれである。ソーシャル ・
ケースワークは.このような問題に直面している受刑者
を緩助して.彼らの周囲に対する新しいオリ エンテー
ションそして受刑!という経験から彼ら自身にとって何か
を得るために自分自身の新しい目的を見い出すことを可
能にする。倹?守すれば.r彼をとりまく権威.1度が内自な
市民として結局妥協しなければならない個人の侃利と独
立についての制限を理解しそれとより建設的な関係を
もつように倒人を緩助することができるJ叫J
このようなケースワーカーの奴助によってはしめて.
出所のための憎備が行われるわけであるの
以上.公的機関の中に新ら しい活動領域を見い出した
機能主義が.公的機関のもつ制限の中で援助に役立つ諸
要素を選び出すにいたる過程.かつ活動領域を刑務所に
まで拡大できる可能性について述べた。
ところで.今日.機能主凝は過去の笑践経験から得た
ものを体系化しようと努力している。体系化の lつの成
果は.実践のための3つのベースを設定したことである。
すなわち.心理学的ベース(psychologlcal base l.社会
的ベース(鈎clalbasel. そして過程的ベース (process
base)がそれである。心理学的ベースは. 1において述
べたものがそれにあたるので二次節ではあとの2つにつ
いて簡単に触れておく 。
11.実践のためのベース
(i' 社会的ベース (socialbase'OJ ) 
ソーシャル ・ワークは.具体的には社会施E役あるいは
機関(soclal agency )一一社会が組織的な手段によって
サービスを遂行する責任を委任している代行名I(a. 
gent)ー ーが縫供しているサービス ・プログラムをクラ
イエントに利用させることによって. クライエントの
ニードを充たしひいてはクライエントの悩hlや個人的
発達をうながしかっ社会の悩祉に貢献しようとする こ
の意味において.社会施設は社会的FI!'l()を遂行している
( 5 ) 
ことになるが.その目的の解釈や進行のしかたは. 各地
"止にまかされている 一万.施設はソーシャル・ワーカー
のもつ知識や技能が施設目的の実税に役立つがゆえに.
ソーシャル ・ワーカーを原周する。
このようなソーンヤル ・ワーカーの抗 lの日的判は.
施設の社会的U的.いいかえれば地t&d主立の特定の1がJ
を達成させることであって，自己指!白lやn己統御に対す
る能力を開発し 1"11しあるいは改持すること!;i.崎E改
めサービスをクライエントに手'IHさせた結果として生ず
るものである。すなわち.後s}Jされる偶人の治療a.純i
dの同的に対して第二次的なFI(1リになる。逆のずと場.す
なわち治療が第一次的口的で地.;ltH的は第二次的とみな
す立場では.機関の資源は治療のための辺nになる。
地設の特定のサービスが.~是肋されるクライエントの
|剣心のみならず社会の関心において従供されるという社
会の意ぶを表現しているがゆえに.ソーシャル・ワー
カーの胞設目的との同一化は{庄の実践のための社会的
ベースを保証する2引のである。
施設の機能の利用は.ケースワーク技術の重安な部分
として社会的価1~l と同係lこ心却.学(1守備1111 をも っている
地設がなしうることや伝助が行われる諸条件{ふ努力し
ているクライエントに何むのかを与える。そのようにす
れば.地設の関心が社会の関心lこ一致するので.1皮はケー
スワーカーの佐助によって 1皮肉u"の関心において4占領
的にそして挫ぷ(1'.)にそれを利用する)ii去を見い出しう
る ケースワーカーは.彼の関係(j()技術を用いて.クラ
イエントが施設tl的との関係で自分1"1身の目的をh!_¥-、:H
すように媛sjlするのである。山
ところで.ソーシャル ・ワーカーがある分野から他の
分野へ(たとえば児奄悩祉から老人仙祉へl.そして機能
から機能へ(たとえばある施設から他の地ぷへ)変わる
のと同様に‘あるフロセスから他のフロセス24)へ(たと
えばケースワークからコミュニティ ・オーガニゼーショ
ンへ)と仕事を変えることがある その場合.ソ-/ヤ
ル ・ワークのすべてのフロセスの基礎てある一般的問¥HI
( genenc pnnclples )と関係させて.そのフロセスlこ特
別な知識や特別な技能を自ら身にっけなければならな
い ケースワーカー.クルーフ・ワーカー.コミュニ
ティ ・ワーカー.スーパーパイサー.アドミニストレー
タ一、リサーチャー.あるいは教師であるために. 作人
はそれ独自の知1減体系とそれに特別な技能をポめられ
る とりわけ進行されるべき特別な機能的役割lに本Jl~そ
なわっている特別な日的との心j>j!_的同一化を要求され
る。その役割iの強みを発持するためには.それに凶作の
限界を受容しなければならない
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2 過程的ベ一ス (ωpr問ocαes弱sbase 2叩s日3
機能主義ソ一シヤル .ワ一カ一の}克Z髄は.援助される
あらゆる現象 (alphenomena)一一ーそれが個人であれ.
グループであれ.あるいは地域社会であれーーを過程 (
processes )として認めることにある。この過程の思論を
発達させたのは.初期に影響をうけた機械g織的決定必的
科学に対して.20世紀の科学.相対性やエネルギーなど
に関する慨念、であった。と りわけ.ノースラップ(F'. C 
S. Northrup ).ホフマン(Banesh Ho仔man).ドラッカー
( Peter Drucker )そしてハッデスレー(Julian Huxley ) 
などの理論だという。
過程とは.統合性と全体性をもった高!ゑーの特然性(
particulari ty )と同時に.*1特定的変化によって特長づけら
れ.かつソーシャル ・ワーク過程それ自体によって達成
あるいは実現カ刊足進きれうる可能性を含んでいる。
このような理論は.未知のチ:i.できないもの.すなわ
ち.常に変化する生活状況を通して生じるもの.の出現
に余地を残している。それは.関係プロセス (a rela. 
tionship process )においてソーシャル ・ワーカーが他者
(クライエント)と契約(engagement )する 1つの方
法を要求する。クライエントはその契約を;mじて彼自身
の図っていることを明らかにしそして修正て・きるかもし
れないし彼自身の欠乏を充たす新しい力を育てるこ と
になるかもしれない。
過ねにもとづくソーシャル ・ケースワークは. その他
の方法と問機に.関係を結ぶ Iつの方法である。この方
法は.WJljJされる個人のありのままの姿や.j皮が現症の
状況やケースワーク関係から求ょうとしているもの.そ
してWJI1Jされる聞にそれらに生じる変化などについて.
共同で継続的に発見することをfドっている。その方法は
彼自身の常に変化する目標を達成するようクライエント
にできるかぎり紋善の機会を与えるという Id的をもって
いる。もちろん.そのことは.それらの日僚がクライエ
ントとワーカーをひき合わせた同的にふさわしい場合に
限られる。
本館1て。とりあげた社会的ベースと過粍的ベースについ
ての考えHは.パール7 ンの理論にかなり影響を与えて
いると考えられる。
ところで1 上述したように.すべてのプロセスに共通
の一般的原則が存在するのだが.唱者の関心の中心が
ケースワークであるので.本稿では共通の一般的原JIか
ら導きIBされたケースワークのための一般的原則の内容
をとりあげ.).大節においてそれを紹介する。
3つの笑践のためのベースや次の一般的原則をふまえ
たケースワークの実伊IJについては.liJH，査の結びの中でー
( 6 ) 
例だけとりあげておきたい。
W ソーシャル・ケースワークのための一般
的原則26)
この一般的l点QIJは. 5つのものから成り立っている。
第 1-第 5までの際的lをすべて詳述することはできない
ので.できるだけ内容を忠実に伝達するよう努力しっ 、
要約した。
第 lの原則 「援助される現象についての診断あるい
は理解(understanding )は，それがサー
ビスの利用と関係づけられるとき.もっ
とも効来的である。現象についての診断
や理解は.ひとつにはサービス提供ーの過
健一一寸互助されるクライエン ト迭の契約
( engagement )や参加が不可欠である
←ーで展開され.現象が変化するにつれ
て継続的修正をこうむるものとして認め
られており.適当だと思われるときには
サービスの過筏て1 これらの診断や理解
をクライエントに利用させるために徒供
される。j
機能主義i恨のケースワーカーは白紙の気持でクライエ
ントとの関係に入るのではない。そのフロセスの開始時
にクライエントの性質(the nature of the client )につ
いて彼なりの樫解をしている。この理解li.専門教育課
段を通じて料得され.組織されそして確実に利用されて
いるものなのである。このような理解のために必嬰なの
は次のようなものである。すなわち，成長の過程.各ラ
イフ・サイクルにおける個人の特長とニード.内的 ・外
的ストレスの級い方.手青神発達遅滞の特長と程度.社会
的逸脱の共ilの形態.一般的身体的心理的疾病め個人に
とってそして彼の環境にとっての窓味.個人の感じ方.
さまさ'まな集団からの影響のうけ方.社会的文化的差呉
およびその生活係式への影響そして側人の生活表現の多
僚なノマター ン (the various patterns of mdividual life 
expression )などについての一般的知謎あるいはそれに
もとづく個別的理解である。
さらに，クライエント に対する題解に役立つものは.
ワーカーの属する施設.f也の~設や機関などの利用でき
るJC鉱である。
ワーカーの持つ能力として. クライエントが縫供され
るサービスが利用できることあるいは利用できないこと
を両おーの協力で明らかにする聞に. クライエントが自己
を.t.EifIに見せる(reveal )ようにさせたり.自分n身を
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修正させたりすることを挙げうる。
また.最初に重要なのは.ワーカーのためまたクライ
エント自身のために.彼自身を (相手に)知らせるとい
う事柄について契約させるのもワーカーの技能である。
ところで1 ワーカーがクライエントをどの侵度理解す
べきかについては.次のように考えられている。すなわ
ち.ワーカーの診断あるいは評価と.特定のソーンャル ・
サービスの関係は重要である()"i.度のすべての状況におけ
る総体としての個人(the total individual )"を知lるため
の試みは何らなされない。その目標は不適切でもありま
た不可能である。むしろ関係のはじめからそしてその問
中.その焦点';j:提供されるサービスにかかわりのある偶
人(個人のある側面，筆者註)のl!I!解にある。たとえば.
スクール ・ソーシャル ・ワーカーにとってその焦点は子
どもと彼の環境のうち.学校を十分に活用するのを妨げ
ていると思われるものにおかれている。サービスの目的
は必要とされる診断あるいは理解に明確さと焦点を与え
るのに役立つ。
ワーカーは.以上のようにして後得したクライエント
に関する理解や知識について.クライエントがそれを建
設的に役立てうると判断するときは.クライエントのレ
ディネスやタイミング等を十分考慮、しっ、 、市南にこだ
わりなく表現する。このことは.この情報を省益に利用
する能力をクライエントが持っているはずだという.ク
ライエントの能力に対する信頼を伝達することに役立
つ。それはまた.ケースワーク ・プロセスに対する契約
を促進することになるのである。
第2の!京ll.IJ Iし、かなるソーシャル ・ワーク ・プロセ
ス司すなわち，第一次的プロセスも第二
次的プロセスも.共にその効果!:t，プロ
セスにおける局面(time phases )一一開
始.中間.終結ーーをワーカーが:む、識的
に利用することによって高められる。そ
うすれば，クライエン卜のために各局面
の可能性が卜分に利用される。j
プロセスをすべての生活を特長づけるものとして埋解
することは，生活一一lつのプロセスは他のフロセスと
結よ11:として関連している一一ーのどの瞬間についても十分
な独自な価値を開発しようとする能力に役ぷちうる。機
能主義派のソーンャル ・ワーカーは彼が媛s)Jする人々 に
上述のような能力を高めるために利用しよ うとするの
は，彼自身のι"にはぐくまれたこの能力なのである。
未知の要素を含む開始(beginings )の時は不可避li'~に
希望，興奮.そしてエネルギーの動員を生じる一方.お
( 7 ) 
それや頼りなさを感じ.あるいは身についた内的バラン
スと今までの状態を保持しようとする。そして.クライ
エントのそれまでの経験や今からはじま ろうとするケー
スワークの経験の性質と.d":味によってν クライエントの
開始時のワーカーの感受性(worker's sensitivlty)がク
ライエントのおそれや低抗を減少させ.開始に向けてク
ライエントのエネルギーの結集と新しい活力の利用を可
能にするのである。さらに，.t三それを少なくさせるため
に.施設のサービスについてそれを利用しうる諸条件に
ついて.地設のサービスやワーカーとしての彼に期待で
きることについて，そしてクライエントの要求と期待に
ついて明確にさせる。
開始を開始らしくさせること一一第 1凶の面接ですべ
ての問題を解決しようと進めることよりもむしろ.困般
の中であらゆる試みが行われるよう促進すること一-
I;j:， Eの専門輸業における知識と訓練された技能を必要
とする。
中間(middles)は.開始のうきうきと した気分のあ
とに続ト終結への準備に先立って生じるスランプに
よって特長づけられるが.一方.当l緬のケースワーク状
況を含めた生活状況の中でクライエントが彼の役割とし
て多くの責4任をとることやかかわりをもっ人li関係が深
まるという側面も伊JH寺にもっている。
終結 (endings)は.クライエントに共通した感情や
特性と.個々のクライエントに特有のものとをもっ。
ケースワーク関係の終結時は.成就!惑， (1週維を)切り
抜けたという実感.そして自己の中に何かをとり入れた
満足感なともの治在的なJをともなっている。伊Iか支持的
な1't重なものからはなれるというおそれと.ワーカーや
施設から肉由になってひとりで生きていきたいという欲
求とがある。何かlこ参加しそれを利用しそしてそれから
はなれる能力と勇気が育ってくると.クライエントは一
時的ないろんな出来事や不可避的物限的終結という.小
さな程度ではあるが人生そのものの145だをたずさえて生
活してし、〈能力と自伝を十分に発達させるかもしれな
し、。
ケースワーク関係が永久にあtいて、外部のJでコント
ロールされ.クライエント自身の意志や白己が1'<:われて
しまうという恐怖を嵯滅するために， Il司始の~ .'fに終結11与
期についての協定を結んでおくと.サービスや|具H系が無
限に続かないという認識から.現伐を生産的に手Ij月Iさせ
る~í1J 激として役立つ。
その他，ケースワークにおける経験がクライエントに
とってもつ意味を要約し、そのrp での学~)I を評価し.彼
が一人になることについての名ごりおしさ.悲しさある
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いはおそれなどは何であれ表現するよう緩助されるかも
しれない。
第3の!京"11 i施設の僚能および専門職の役割l機能の
利用Jj:.ソーシャル・ワーク・プロセス
に焦点.内容そして方向を与え、社会と
地&tに対する責任を保証しそして建設
的な契約 (engag巴ment)を促進するIu]
m化 (partializabon ).具体化.いわゆる
区分(the “di仔'erence")そしていわゆる
限定 (the “given" )を可能にする。」
施設機能の利用は.彼が機能している社会施設のH的
を達成させることをケースワーカーに要求している。彼
の目線は.t変助されるクライエントの利益とクライエン
トを支持する地域社会の利益になるように.施設の目的
および施設のケースワーカーとしての役割上の目的を共
に実現することである。彼の最初の課題の 1つは. クラ
イエントの，ilJ目的と施設の諸目的が一致する目的として
効果的な契約をしうるかどうか.クライエントと共に検
atすることである。
ケースワーク技能に必須のものとしての施設の利用は
クライエン卜にいわゆる区分をさせる。クライエントは.
総設がうまく処置してくれるかどうか.そして彼にとっ
て有用であるかどうかについて投射的思考を しているだ
けではなくて.彼自身の問題.ニードあるいは意凶を充
満させて抱設にやってくるかもしれない。施設を実際に
代表するケースワーカーの陳述一一ワーカーがクライエ
ントそして彼の問題あるいは目的に関して.できること
とできないことを明らかにするーー は.外界から独立し
た.彼向身の新鮮でより責任あるやり方について考慮す
るようクライエントを助ける。そして.努力し苦闘し.
コントロールしようとしそして従おう とするこ とによっ
て.何むのかを彼に提供する。そうすることは.1度に外
界をあっかう新しい効果的な方法をつくり出す機会とな
り.彼自身の肉己と彼自身の意志に対してより負・任を も
つようになる。
施設機能のfl1mは，施設の資源と地域社会の資源一一
医療.精神医学.教育.娯楽.経済そして宗教に関する
資源ーーのすべてを利用することを要求する。ワーカー
はlffJl.されるニードあるいは認められるニードに適する
とみなすとき.これらの資源を利用する。彼は.2者資源
ができるかぎり段普に利用される時期と方法を選ぶ
ワーカーの想像力の欠如は.施設機能の固定的な利用
となり.ofi設が焦点を定めるものがなんであろうとふ
ケースワーク関係に可能な経験の範聞と深さを高めるこ
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とに失敗しその結果として施設目的を達成できなくな
る。しかし級助のー要素として施設の機能を意織的に
上手に利用するのでなければ.結果的に.ワーカーにとっ
ては目的や方向についての努力の分散， クライエントに
とっては前進 (forward movement )の不明確さや欠除
となり.そして地機社会が目的として支えているものが
兵に成就されるかどうかについて地域社会に対して金〈
保統できなくなる。
ぬi設がその有用性を維持し続けること.そして.既定
の関心が社会の側のニードか個人のニードのいずれかと
いうことよりもむしろ，両方を含むということは明らか
である。施設の目的はi莫然と定められているかもしれな
いし.あるいは少しも定められていないかもしれない。
ケースワーカーは.適切な水路づけを通じてそ して資任
あるやり万で施設の管理機構の一部分として働いている
が.必号喜な場合.彼は施設の目的やその目的自体の寿命
を明確にし修正しようと努力しそして時には現従の目
的を断念しさえするように施設に助言する。しかしなが
ら.地設に属われているかぎり.施設を代表し.そして
彼が俊助する人々との関係で施設の目的を遂行する義務
があるというのが機能主義の立場である。
~4の原則 「構造(structure )の意織的な知的な利
用ij:.それが機能とプロセスから発燥し
そしてそれらと関連をもっとき.形式 (
form)を導入する。その形式はすべての
ソーシャル ・ワーク・プロセス一一一第一
次的プロセスおよび第二次的プロセス
ーーの効巣を促進する。J
すべてのソーシャル・ワーク・ プロセスの場合と同機
に.ケースワーク援助における形式は.そのプロセスか
ら生じ.そのプロセスに水路づけをすることに役立ち.
そして機関の機能や目的の実現に向ってプロセスを効*
的にさせる。ケースワーカーによ って利用されうる情法
的要紫の lつは.時1である。ソーシャル ・ワークの目
的達成のため.そしてケースワーク ・プロセスの各川面
のために，JtlHJが決められる。書式 (form sheet )がl制
発される。それは開始のときのイ ンテークのf予知.，1'l1耐
の;'}類そして終結あるいはサービス終了時の出~iのよう
な特定の場合に用いられる。
場所 (place)は有用なもうひとつの構造的要紫とな
る。面接がどこで一一市中.街角，クライエント 自身の
家庭同時に締設の事務所や建物 (商庖の前であろうと.
もっと伝統的な場所であろうと)一一行われうるかとい
うこと.そして側々の事情が.個々の場合にもっとも効
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*的な場所を示唆することを.ケースワーカーは知って
いる。同じ事務所あるいは場所で一連のインタビューあ
るいは帆出会"，，"を{rうことは.安定感を治iめそしてク
ライエントにとってその伝助をより有用にさせるひとつ
の塑をつくるということを.彼は知っている
償問の万~I もまた形式をもちこむ。 )j針は活動を舷尖
にするためにつくられる それによって活動は常に伶JL 
状況に対して同じ)j法て・行われ.そしてフログラムもそ
れに従って計幽される。それは.ワーカー. 1ライエン
トそして地域社会が頼れる慰めと恨拠を包含している
方針は. クライエントが!'n解できる一定の何らかのH体
的で現実的なもの.そして安心感を与えるものからなっ
ている。そしてそれは. クライエントが方針との関係で
行動しそして多少でもそれに満足するように伝助する
M十の確立から.方針の同行に特有のもの、すなわち
手続が開発される。}j;?，1と同僚に手続は.常1寺町味と〆l'
l面を必要とする。手続lま.あまり多すぎたり少なすぎた
り.また.過度に精巧て・そしてあれやこれやの均十1で実
行不巧能であるかむしれない }j針や手紋は.それらが
促進するためにけ凶lされたプロセスを現にさまたげてい
るかもしれない。しかし.思1恒深〈発展させられIJj吟味
された方針と手続li. ワーカーにとって役に立つ桃iの
部分となる。そしてそれらの趨切な利用は.1;1助役能の
一部分なのである。
機関の機能は. 多uな偽造を発達させることによ って
形式に影響を与え.その結集として特定のサービスを利
用可能にするのである。1)1助i的院の中に含まれる人lilI県1
1系州側(conflguratlOnト 一 家族の{慨も含んて丸、る
ーーは.たとえば家絞めメンバーが共にあるいは別々に
凶l援するi時期を決定するのに，よくも惑くも手IJI]される
lつの形式を傍成する。
情造を発展させそして利用する場合の技能は.その必
要性についての十分な1'11•解と.その利用についての知識
そしてその効果についての不断の検夜と修正を必梨とす
る。あまりにも多くのf形式はfJlJ辺住をおさえ.そのね果
として.ワーカーが手ぴきにもとづいて;十la1を広てるよ
うになる。そして新しいものと緊急性に対する機会は無
悦されあるいは:lt::少阪になる しかしあまりにも形パの
少なきあるいは形式の欠除は.努力がむたになリ.無H
自~.組織の破捜.混乱変則的あるいは完全な無秩序に
陥る。
~i 5の民{sIJ iすべてのソーンャル・ワーク・フロセ
スを矧li*的にするためには i剖J(や決定
をなしそして実行することに他行・ (クラ
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イエントを指す。引刷行)を引きつけな
けれ/;fならないカ¥それには関係を手IJ片j
する必J裂がある このiI"fjrhの筏li. Fl (I~J 
の達成に向ってi並んでいくその目的は.
それが提供されるサービスのH的と一致
するときは、他省 (クライエント )自身
のH的fごとaZめられる
前述したすべての原RI]Iま.このil'il去の!反則に焦点を合
わせることになる。すべての似IjIJは.ケースワーク プ
ロセスも含むたすべてのソーシャル・ワーク・プロセス
における災践のこの中心的絞ーーすなわち. クライエン
ト自身の社会的日的に伯lって努力するために関係の利用
を過したクライエントの契約一ーを促進するために計画
さ.tlている 1
契約は.はじめから終りまて二すなわち終結における
のと lojじ仇珍断や問解を確立する場合にも.ソーシャ
ル ・ケースワークのフロセスを特扶づける
{pfが特に契約を可能にするのか どんな方法がそれを
達成しうるのか 地~目的に周1:íであるような日的を見
分けること.それが彼自身にとって自らの1的になるか
どうか.また彼がそれを目的として選択できる思うかを
クライエントと共にI~I らかにすること . クライエントが
彼自身のIJ(ドJをli.現ずるようW!lliすること， クライエン
トカt，hりそして質問することについて.そしてl<.j_凡され
たニー トや"1'1曲lを充たすための地，aおよび地域社会の資
源てボJIllできるものについてnJli量化すること，諸問題に
ついての共通のJ'1l解や解決のためのj~択を'g:発するため
に質問すること.役に立つ情報iを，(1，入するニと.その状
況や1i1W;過伐の特定の}，:.31{Uにふさわしい思J5eや感情を引
き出してそれに};[JL:することーーあり ったけの技術が.
共同で確dしたH的との関連でi庄の問題とμhrtlJについて
努jJすることについてのクライエントの契約を進めるの
に役立つ
クライエント{i. ワーカーの1J1s}Jで. i皮がワーカーと
同一化し.彼が一人の人間としてのワーカーの資源を彼
n身のむのにするとき i度内.u-のne.i皮肉身の感情.
そしてi皮n4の.む，むを発見するのであるが.それはケー
スワー カー との関係を.itfiしてである
このl'Ieを行験し.知リそしてJi配するということは
クライエントとワーカーカえワーカーとの関係のみなら
ず.彼n.uの (現実の)生活状況について共に努力して
いるニとと|県Jjfして生じてくる クライエントがケース
ワーク場1(1をはなれるとき i皮はl以られた状況あるいは
問題について['JL~のすべてを発拘4 して努力することに
よって山城するような新しい白じーー より街能で必公あ
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る円己ーーになっている。1皮もその一部分である多僚な
状況や関係の中て:今後生活してし、くのに役立つのは.
この新しいそして統合されたnじなのである
むすび
前述したように.ここでは実践の記録271を-ml分抜す
いして.紹介する。
メリーランド州では.~I，行少年のための訓練校(
trai ning school )を出て.家にもどる少年少女のための効
呆的フログラムとしてパルティモア市の福ff1.lu}にアフ
ター ・ケア指導のための{決議サービス部門 (the Pro. 
tective Services Division )が設けられている。訓練校を
退所する少年少kは.退所2ヵ月JIjから{本議サービス部
門のワーカーとの1M援がはじめられるが.アフター ・ケ
ア指持をうけるかどうかは辺白|法判所の4T行問題部門が
決定する。
このサービスは16..r以下の Fどもi圭は卒闘後 l年r.1I.
そして16オ以上の庁年は6ヵ片taJあるいは18:，J-の誕生Jl
まで倣う。子どもj主の両親については、チどもが16オ以
下の場合はすべての親に対して.そして子どもが16オ以
上の場合(;1.視の希望によって促Jhが行われる。
ニニでのサービスの基本的な考え万は.どんな年令の
非行少年b.jl1Jhされうるただlつの方法は.彼がして
いることについて点任をもたせることである。権威ある
人々一一彼の問視教師. 判τJ~あるいは裁判所や権威的
な場にいるソーシャル ・ワーカーから 1皮の行為は受け
容れられないということを鈎lり.そして感じるときのみ
彼は彼自身の|問題を吸う枠組をもつのだという
指i!~をうけている子どもをJ互助する特別な情j立を設定
することは.7ロベーションにおける大人のものよリむ
より困維である すなわち.生活の中で具体的で日常的
な事柄について彼に則待できることは少ない。しかし，
機関(保護サービス古Ilr'，をさす)のサービスによって.
すぐ設定することができ.そして設定されている敏種の
実際的な要求がある。i皮は義務教育年令であれば彼は学
校へ1i'くことがmH与される。(メリーランド州では16オま
て'.)彼は時間にl則する約束を守リ.仲間やその他の気を
散らすものを連れてこないで.オフィスにやってくるこ
とをJUl侍される。彼は機関の許可なしに町を11¥ることが
できないことを悟る。もし彼が16.1・て二進Tすることを
さぎまないならば i度は機関のワーカーのW:Jlhで仕事を確
保し.そして維持するように努めなければならな、、。し
たがって.学校に規則的に1I¥ltliするか司安全で承認でき
る峨たにつく ことを彼に要求する しかし職業も靴みが
きや新聞の立売リのように、稼ぎを自分てつントロール
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しなければならないものや，パー ・メイドあるいはウエ
イトレスそして芸人などチンプをもらい時If¥lが不規則で
指導がたまにしかされない仕事はあまり危険が大きすぎ
るので.俄関としては賛成できない。
税に対するサーヒスは，何らかの意味でがまんのでき
ない税て'さえ.その税から子どもを分離しないて二可能
性のある若い非行少年の親密な世必すべき人として人間
的価怖を伸ばしそして維持させるために援助しあるい
は援助しようと試みたのである。
ビル・バーナード(BilJ Bernard )はハンサムな16オの
ニグロの少年て. 1人息子で非嫡出子であった。ビル1;1.
母親の家に帰ってくるこ とは因縦であった。なぜなら.
i母親は背怜が慈し公的扶助をうけていたのである。
彼は訓練校を退所してプラプラ過ごしていた。しかし
彼が失業のま 、第4週月を迎えたとき，担当のワーカー
はj込後通蝶をI士iした。すなわち.ビルをメリーランドJ+I
雇用サービスへ引渡すか‘ワーカーが政判所につれもど
すかすると。それにもかかわらず.i.大週彼は，長いチェ ッ
クのコート.大きすぎるネクタイそしてダプダブのズボ
ンというかっこうであらわれた。ワーカーは「そのよう
な服装でここへくることはできない。われわれがここで
しなければならないことにとって.その服装は何らプラ
スにならない。Jと断，Tした。しかしik.iF!lも仕本につかな
かった。そこでワーカーは.もうこれ以上のことをする
能力がピルにあるのかどうか疑問である旨はっきり述べ
かつ次.i&lも彼が約束を守れるかどうかについても疑わし
いと云うと.ビルは口の中でののしりの言葉をつぶやい
た後に.rやってみますjと述べた。
このケース展開の，'，に.心浬社会的アプローチや問題
解決アフローチと挺なる特長を見ることができる。いず
れのアフローチがよりすぐれているかという比較ではな
し 「一定のアプローチカヘ 他のものよりもあるタイプの
患者(クライエント 引用者補註)にはより効果があり.
そのアブローチは効果と確かさという点で他のアブロー
チと民なる28'Jのだと官者も考える。
録後に.機能主縫について要約してみたい。機能学派
は，個人と社会の相互責任という必殺の上に立って個人
と社会の関係をとらえる。そしてクライエントの利益あ
るいは悩祉は，?;?に社会の平IJ主主あるいは福祉とよー袋一体
の形で存在し社会のイ、利益になるようなクライエント
の利絡めiD.求はソーンヤル ・ワークにおいてありえない
と考える。クライエントの手IJ踏を促進しあるいはクライ
エントのニードを充たすと同時に社会の悩加に促進する
場カヘ総ぷ ・機関なのである。
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ゾーンヤル・ワーカーは.施設の目的や}j針を効来的
に実視させるというi立測をもっているが， クライエント
のH(I(jをIJらかにし クライエントに芯一志決定させそし
てクライエントのニードを充たすよう緩助するのであ
る ソーシャル ・ワーク ・フロセスの焦点 ・方向・内容
を決定するのは.地設の機能であり.これlは立同H
イエントの芯ぶ決定を1促足i進些するために企似効1力J月泉ミt自W的1ド均〈ワ]に川いられ
る。
特にケースワークにおいては.Jょj土の，U:志決定や..fl. 
f'E1:t供しようとするサービスとの|期i4lでクライエントを
埋解しようとし.あるいはrflj接凶数 ・頻度等時I:Jを限定
することによって帆税在砂をより生産的に手IJ用させてい
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